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例 言

1.こ の報告書は、延岡市教育委員会が実施した文化財の緊急発堀調査報告書であ

る。

2.掲載しているのは 昭和 53年度、54年度に調査したもののうち、石田町出

上の石棺および南方-19号墳の原形確認調査の 2件である。

3.本文の執筆にはその調査にあたった調査員、石田町出土石棺については、石川

恒太郎 〔宮崎県文化財県護審議会委員〕南方 19号墳については茂山護 〔宮崎

県総合博物館主任主事〕があたった。

4 調査の計画には、市教育委員会社会教育課 課長補佐 井上武衛

同文化財担当 渡辺博史 (54年度)牧野義英 (53年度)があたり、宮崎県

文化財保護指導員 甲斐常美氏の助力を得た。

6.本書における遺物は、延岡市教育委員会が保管している。
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延岡市石田組合せ式石棺調査報告

石 川 厘太郎

1.発 見 の 動 機

昭和 53年 8月 20日 延 岡市石 田町 西 の迫 の通称鶴 山 (標 高

40m)の 山頂 で 、同地 の所 有者 農業佐藤 伝氏が 宅地 を埋立 て

る土 を取 るた め 、同 山頂 の雑 木林 を ブノレドーザ ーで押 した とこ

ろが 、蓋 石 に 当 って発 見 され た。 それ で市 の教育 委 員 会 か ら、

工事 を停 止 させ 県教 育委 員会 に連絡 して きた 。

それ で筆者が 委嘱 され 同 22日 出張 して調 査 した。

2.過 去 の 発 見 記 録

この古墳 を調査 した ときは 、従来 この場所 で石棺が発見され

た ことを知 らなか ったので、 これが ここの最初の発見 と思 つて

いた。 ところが後 で古記録を調査 した ところが、大正時代に既

に 1基発見 された記録があ った。それは当時 旧延 岡藩主 内藤家

(現内藤記念館の場所 )に あ った藩史編纂所に勤めていた郷土

史家の山室元吉 の大正五年八月二十 日付の「 古墳調査報告書」

にあるもので、内容は次 の通 り。

「 ○伊形 ノ石棺

沖田川 フ南二望 メバ丘陵 ノ起伏 ングアレ西 ノ迫 卜云へ′レ所 ア リ、

其所 ヨ リ生年石櫃 フ発見 シタノレニ中ハ総体朱詰 トナ リテ刀 all

等入 レア リント、恐 ラクハ小野附近 ニアブレ石棺 ノ同一種 ナ ラ

ン、時間 ノ都合 ア リテ踏査セ ズ。」
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とあ るのが これ で、時間の者[合 で踏査 しなか ったのは甚だ遺憾

であ るが、「 中ハ総体朱詰 トナ リテ刀all等 入 レア リン ト」 とあ

ることな どか ら考 えると、今 回の もの と似た ものであ った と思

われ る。

3.調 査 の 結 果

石棺が存在 したのは前に記 した ごとく、標高 40mの 丘頂部

であ るが、延岡市内におけ るこの よ うな丘頂には箱式石棺や組

合せ石棺 な どが数多 く営 まれてい る所が多い。例 えば 、先年県

教委で調査 した樫 山をは じめ友内山や現在市営公園墓地、下平

原 などがそれであるが 、 これ らの丘頂に棺を葬 ってい るのは、

被葬者の霊が高天原 (た か まがは ら )に 昇 ることを願望 してい

るのであろ うと推測 され る。

石棺はやや軟質の袋灰岩で作 られてお り、ほぼ東西に方位 し

ていたが、正 しくは東西 よ り2o° 南に傾いていた。棺は ブル ド

ーザ ーのため西端部が破壊 され、西の側石 も動いていたが、棺

は東西の長 さ 150師 、南北 の幅 50切 に造 られていた もの と考

え られ る。

蓋石は巨大な 1枚石で、長さ 153師 、幅 80師 、厚 さ 13m

で、内側は平坦で外側はやや盛 り上 うていたが 、西 allの 両端が

少 し欠げてい るのは ブブレドーザ ーのためであろ うか。

棺 の身は、東西の両 all面 は 1枚 石 よ り成 り南北の両側面は 3

枚 ぐらいの石が並べ られていた と思われ るが、西部が破壊 され

てい るので明 らかでない。 しか し残 っていた南側 の石の大 きさ

は長さ 60印 、厚 さ 7伽 、幅 50師 、北側 の ものは長 さ 83師
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厚 さ 8師 、幅 50師 であ った。珍 しいのは東西の両側石で、南

北 の側石が倒れ るのを防 ぐためであろ う、両石 とも長 さ 65翻

厚 さ 7師 、高 さ 50師 、 (西 側の ものは壊れ ていたが )で 両端

が コの字形に 20師 内外曲 って作 られ ていたが 、 この よ うな構

造 の石棺 の出土は県下で最初 の ことであ り、県外で も余 り例の

ない ことで
`よ

なかろ うか と思 う。

それで この石棺 の内側 の人体を葬む る空間は、長 さ 150師 、

幅 50師 、高 さ 50師 内外で、底石は な く、側石の継ぎ目には

粘上で 日張 りが施 こされ、棺内には朱が塗 られていた。

棺内の遺物は棺のほぼ中央か ら東の方に残 ってい たが、棺の

東端 よ り西方 25師 の中央 よ り北寄 りの所に貝輪 1個があ り、

その西方 10伽 の所 に鉄片が 1塊 とな ってあ り、その西方 20

針を距てた北端に頭蓋骨片があ り、北側石の根本 の東端か ら10

師西方に刀子 1振 、東端か ら 25翻 西方の中心線の南 7師 の と

ころに刀 1振が床西に方位 して在 った。

4.発 掘 し た 遺 物

発掘 した遺 物 は次 の通 りで あ る。

1.刀  1振

甚 だ し く腐 触 してお り輪 の木質 が腐着 してい る。鍔 元か ら

折損 して柄 部 が な く、刀身 も先 が折損 して無 く、現長 28鰍

刀幅 中央 で 3師、棟 輻 0.6鰍 を計 る こ とがで き る。

2.刀 子  1振

総 長 6。 2師 、 うち刃部 長 さ 3。 7伽 、柄 部 の長 さ 2.5鰍 で極

めて小 さい 刀子 で あ るが 、刃 は鋭利 で あ る。刃部 の幅 .中 央
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で 0.8刃 、棟 幅 0。 2翻 で 、柄 部 には 木質 が残 ってお り厚 さ

0。 7鰍 で あ る。

3.只 輪  1個

折 損 してい るが 、約 9割 を遺 存 してお り、直径 6.5師 の イ

モ貝製 で あ る。

4.頭 蓋骨

写 真 1に 見 られ るご と くバ ラバ ラに な ってい るが限禽が 残

ってい る。

5。 骨 片  多 数

写 真 2.に 見 られ る よ うな破 片で 、黄 灰色 また は褐 灰色 を呈

してい る。鉄 片 と見 られ た のは この物 の 1部 で あ った ら しい。

5.遺 跡 の 年 代 と 特 徴

この古墳 は組合 せ式 の石棺 で あ るが 、扁平 な巨石 1枚 を憲 石

としてい る点は 、延 岡市樫 山頂 上 にあ った箱式 石棺 や 高千穂 町

奥鶴 の体生 終 末 期 の組合 せ 式 石棺 と同一手 法 で あ るが 、鉄 製 の

刀や 刀子 を有 し、石棺 の身 の製 作に手 が込 ん でい る こ とな どか

ら時代 はか な り降 るもの と思 われ るが 、前後 を通 じて 、 この石

棺 は古 墳時 代 前期 の もの と考 え られ るので あ る。

しか し、 この石棺は 、前に述べ た ご と く、前後 (東西 )の 側

石が 、南北 の all石 の崩壊 を防 ぐた め、特 に all石 の南北 両 端 を10

伽 ～ 20師 だけ コ字形 に突 起 させ てい る こ とが 注 目され る もの

で 、 この様 な施 設 は 、県 下 に未 だか って見出だ され た こ との な

い もので 、 この石棺 の特徴 として高 く評価 さ るべ き もの と思 う
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のである。

なお、 この石格は延岡市教 育委員会に よ って内藤記―念館に永

久保存 され ることとな つた ことを付言 して置 きたい。

藩 1.旭 化成工業株式会社延 岡支社刊「 延岡市樫山古墳群調

査報告書」 (昭 和 46年 3月 )

註 2.・ 石川「 西 臼杵郡高千穂町 奥鶴の箱式石棺調査報告」

(宮 崎県教育委員会「 宮崎県文化財調査報告書」第 16

集 、昭1和 47年 3月 。
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第 1図 石 棺 蓋 石

第 2図 棺 身 の 状 況
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第 3国 棺 内 の 遺 物

第 4図 遺 物 の 実 側 図
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延岡市石田町石棺内の遺物

1.頭蓋骨片
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4 蓋

5。 蓋石を除いた状態

& 石棺内の状態
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市道.下舞野線拡幅改良工事に伴う

南方第 19号古墳の墳丘原形確認調査報告

茂  山   護
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は じ 撹)に

先 に 、延 岡市教 育委 員会 の依 頼 を受 け て南 方 19号 古 墳 の墳丘

原形確認 の ため の試 掘 を行 な った ので |、 調査 結果 につ い て概要 を

報 告す る。

この調査 は 、第 19号 古墳 の北側 を削 リ
ー
頭 ってい る市道 。下舞

野 2考線 の拡幅 改 良工事計 画に起因す る もの であ る。南 方 古墳 群

は 、国指 定史跡 として、 52.53年 度にか け て保存 管理 計 画が策

定 され たが 、た また ま、 19号 古墳 は 施策 の遅れ た策 定対 象地 域

外 に あ った 。付近 には 、 20号 、 21;、 23号 古墳 もあ り、今後

の保存管 理 上か ら も、道路 の改 良工事 に伴 って、直接 工事 の影 響

を受 け る 19号古 墳 の墳 丘原形 の確 認が 緊 急 に要請 され る こと と

な ったわ けで あ る。

調査 は 、当初 3月 10日 か ら 11日 間 の 日程 で行 なわれ る予定

であ ったが 、諸般 の事情 で 、 3月 17日 か ら 20日 まで の 4日 間

の試 掘 調査 とな った 。

調査 に あた つて は 、担 当 の渡辺博 史主 事 をは じめ 、文 化財審 議

員 甲斐常美 氏 、社 会教 育課 課 長補 佐 井 上武衛 氏 に多 大 の ご協力 を

得 た。短 期 間 の調査 に拘 らず 、初 期 の 目的 を果す こ とが で きた の

は 、調査 に参 加 した学生諸君 の積極 的 な活動 のお陰 で あ った。

記 して謝 意 を表 したい 。
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1.古 墳 の 現 状

南方 19号墳 は 、延 岡市舞 野町 1424-1に あ り、国道 218

;線北 側 丘陵地 に位置 す る。

墳丘 は 円墳 で、橋 高 50mの 丘陵 縁辺 に 、 自然地 形 を利 用 して

築造 され た もので あ る。昭和 4年 に£居 竜蔵博 士 に よ つて発掘

調査 され てお り、墳丘 内か ら、南北 に 長軸 を とる長 さ 2,5m、

高 さ 1,lmの 、 これ に長 さ 1,6m、 幅 1,3m、 厚 さ 90伽 の天

井石 を のせ た石椰 が 発見 され てい る。

石組 の状 態か ら「 原始 石椰 式」の名称 を付 し、横 穴式 石室 の原

初形 態 とす る見解 が述べ られ てい るが 、す でに盗 掘 され 副葬 品

もな く、石組 もか な り破壊 され ていた模様 で 、石椰 の詳細 につ

い ては 明 らか で ない 。

墳丘 につい ては「 円墳」 と記 す だ けで 、規模 につ い て の数値は

記載 され てい ない。 したが って 、現状 との対 比が で きないが 、

図形 の古 墳写 真 をみ る と、す でに道 路 の通 る北側部 分 が削 られ

て お り、現状 に近い 状態 に あ つた ことが うか が え る。 (鳥 居竜

蔵「 上代 の 日向延 岡」 。昭和 10年 )

現在 、墳 丘 は東側 と北側 が 削 られ てお り、 こ とに北側 は道路

で 大 き く削 り取 られ 、少 な くとも墳丘 の 四分 の一 を失 った状態

に あ る。東側 は 燐接 の栗畑 との境 界溝 で切断 され て い る。

東西 径 15m、 南北 径 13m乾 測 る。北 側道 路 切 断 面 の高 さ1,8

m、 墳 丘高は 、お よそ 2mで あ る。墳 丘頂 は 、東寄 りに高 く、

南西 側に 若干低 くな ってい る。 これ は 、昭 和 4年 の発掘 調査 に

よる変形 と考 え られ る。

墳 丘北側 を削 る道 路は 、平 田～上 野 間 を丘陵尾根 を真直 に結
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ん でお り、 旧高千穂 往還 とい われ てい る。平 田か らの登 り口途

中には 、行 膝へ の方位 里程 を知む江戸 後期 の地 蔵塔 が建 ってお

り、往還 として の な ご りを とどめ てい る。下舞 野線 が歴 史 の道

として も貴 重 な こ とを示 す もので あ る。

■9号墳 の位置す る丘陵 上 か らは 、北 に行 膝 山の崚峰 を眺望

し、南 には 、 なだ らか な只 の畑 の丘陵群 の起伏 をのぞむ景勝 の

地 で あ る。

丘陵 上 には 、 19号 墳 の西方 に、目指 定南 方古墳 群 に含 まれ る

21号 、 22号 、 23号 の 3基の 円墳 も現存す る。いずれ も周

囲 を削 られ 原形 を とどめ る ものが ない のは残 念 で あ る。 この中

に は 、 昭和 4年 の調査 で石棺 が発 見 され た もの も含 まれ る。

このほか 周辺 か らは 、組合 石 棺や 古式上 師器 も出上 してお り、

古墳 時代遺 跡 の包蔵地 として 注 目すべ き地域 とい え る。従 って

この地域 に お け る造成工事等 の開発 行 為 に対 しては 、事 前の監

視体 制 を強 化 し、遺 跡 の破壊 消滅 を未 然 に防 止 す る こ とが肝 要

で あ る。

2.調 査 の 経 過

当初 の計 画 よ り日程が短縮 した こともあ り部 分 的 な試掘 に終

始 した 。調査 は 17日 に着手 し、 20日 には埋 め戻 し作 業で終

了 した 。 4日 間 の調査 計 画は次 の通 りであ る。

★ 3月 17日 (月 )雨

午 前 中は 降雨 激 し く作 業 困難 。午 後 に な って よ うや く小降

りとな り、現地 に調査 器材 収納 テ ン ト設 営 。直 に墳 丘北側 畑

地 に植栽 の檜 や 礫 の移植 を行 ない調 査溝 の設定 ケ所 を定 め る。
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トレ ンチは、墳丘切 断 面 のほ td~中 央部 分 か ら北 へ 向 って幅 2

m、 長 10mで 設 置 した。発掘 の結 果 、墳 丘か ら北 へ 3,5m

道路 縁 よ り 1,2mの 地点 で地 表 下 30師 の褐色土層 面 に周溝

とみ られ る幅 1,2mの 黒 上 の陥 ち こみ のあ るのが検 出 され た。

3月 18日 (火 )晴

昨 日設 定 した トレ ンチを 1号 として、墳丘切 断 面 の両 端 部

分に床 を 2号 として 2× 6m、 西 に 2× 3mの 3;ト レ ンチ

を設定発掘 した。 2号 、 3号 におい て も 1号 と同 じ く褐色 粘

度層 面 に幅 1～ 1,2m前 後 の陥 ち込 み を検 出 し、埋 土 を掘 り

あげ た ところ、いずれ も深 さ 60～ 80の U字溝 とな り、墳

丘 を め ぐる周溝 とな るこ とが確認 され た 。

午後 か ら、 東側 の境 界 に も、中央 (4;)と 南東 (5号 )

部 に 1,5× 2mの トレンチを設定 し、それ ぞれ 褐色粘 度層 面

に 、周溝 を示す 黒上 の陥 ち込 み を検 出す る こ とが で きた 。

★ 3月 19日 (水 )晴

第 3ト レ ンチに検 出 され た周溝 の広 が りと西側 の墳丘裾 確

認 の為 に 、第 6ト レンチを南北 に設 定 した。竹や 雑木 の切株

な どで発掘 に難渋 したが 、他 の トレ ンチ同様 褐色粘 土層 面 に

墳 丘 をめ ぐる周溝 の掘 り込み が観 察 され 、 まぎれ もな く 19

;墳が 円墳 で あ るこ とが確 認 で きた。

★ 3月 20日 (金 )晴

各 トレンチの実測 並に写 真撮 影後 、計測 の終 了 した トレ ン

チか ら埋 め戻 しに よる現 状復 旧につ とめ 4日 間の試掘 を終 了

した。
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3.各 トレ ン チ の 所 見

第 1ト レンチ

トレンチ所 定 に際 し、古墳実 測 図か ら、墳丘 の原形裾は 、

道 路 切 断部 分か ら 3,5m～ 4m付 近 に 円弧 の くる こ とを予測

した ので あ ったが 、発掘 の結 果 はそ れ庁に近 い位置 に周 溝跡 を

検 出す る こ とが で きた 。周溝跡 は、現在 の切 断 され た墳 丘裾

か ら 3,4～ 4,5mにか け て帯状 に東西 に通 ってい た。 周溝 の

掘 り込みは 現地表 下 30～ 38mの 褐色 粘 土層 面 に あ り、溝

幅 は 1,2m、 深 さ 80mを 計測 した。溝 底は平 坦 で溝 の断 面

形 は U字形 を呈す る。

溝 か ら墳丘 の立 あが り部分 の状況 につ い ては 、す っか り削

平 され てお り観測 は で きなか った。溝 の外周 につ い ては 、240

翻外側 に黄 橙 色火 山性砂 質土塊 の混 在す る黒土 の層 をみ るが

盛上 の一 部 が削 平 に よ って堆 積 してい る もので、特 に遺構 と、

認 め られ る ものは確認 で きなか った 。従 って、第 1ト レ ンチ

での観察 か らは 、 19考 墳 の墳丘 外 周施 設 として は、幅 1,2

m、 深 さ 80師 の周溝 のみ と判断 され た。

第 2ト レ ンチ

2ト レ ンチでは 、南東隅か ら北へ弧 を描 く幅 60～ 70翻

の溝 の掘 り込 み を検 出 したのは 道路 下 に位置 し上部 の削平 が

あ ったの と、後世 の塵捨 場 とお もえ る掘 り込 みが 重 な ってい

た こ ともあ り、か な り粘度層 面 を削 り。こんでか らで あ った 。

計測 され た溝 は幅 90師 、深 さ 40効 で あ るが 、断層 面 に残

され た粘土層 上部 の掘 り込 み面 では 、溝幅 1,Om、 深 さ 60
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師 を計測 す る ことが でき た。

第 3ト レ ンチ

墳 丘切 断 面 の西 端部 に南北 に設 定す る予定 で あ ったが 、道

路西 側 の地主 との間に発掘 の了解が 得 られ なか つた事 もあ っ

て、道路 部 分 だけの発掘 とな った。掘 土 置場 の関係 もあ り、

か な り変 則 的 な トレ ンチに な ったが 、 トレンチの南か ら北へ

対 角線 状 に周溝 の掘 り込み を検 出 した。掘 り込 み 面は、路 面

よ り 30～ 35翻下層 の粘 土層 面 に あ つた。埋 上 の排除 に よ

って確 認 され た周溝 は 、幅 1,4m、 褐色粘 土層 上 面か らの深

さは 60例 で あ った。溝 の側壁は 、内にゆ るやか で 、外壁 が

急傾斜 とな ってい た。溝 底 は幅 80翻 前後 の平坦 の底 とな っ

てい た 。路 面か ら溝底 まで の深 さは 80師 を超 えてお り、 少

な くとも、溝底 か らの墳頂 までの高 さは 2,3mか ら 3m近 い

ものに な る。

第 4.5ト レンチ

防接 の栗畑 との境界溝 とな つてお り上層 部は ほ とん ど削平

され 、 トレンチ設 定部 分 では わずか 20翻 前後 で褐 色粘 土層

面 に達 し、それ ぞれ 南北 に通 る幅 1,2mの 周溝掘 りこみ面 を

検 出 した 。 4ト レ ンチでは 、 トレ ンチの ほぼ 中央 部 に、墳丘

切 断 面か らは 1,1～ 2,lmの 位 置 に あ る。 5ト レ ンチでは 、

トレ ンチ西 側 に接 して、境躁柱 の下 に も ぐ って しま う状 態 で

南北 に弧 を描 いてお り、掘 り込 み幅 は 80師で あ った。 この

掘 り込 み の状況 か ら、墳丘 南側 の周溝 は 、現 在 の境 界柱 を内

壁 と してめ ぐる こ とが 予想 され た。
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第 6ト レ ンチ

道路 か ら 80翻 入 りこんだ地 点か ら、 トレンチ南端 にか け

て弧 を描 く幅 1,2mの 溝 の掘 りこみ 面 を検 出 した。 トレンチ

南端 の断面 観察 では、薄 く平行 状に層 を なす盛土部 分 と、比

較 的厚 く層 を なす流 下堆 積層 の間に 明 らか な断層 が あ り、周

溝 を墳裾 とす る墳丘 の原形 を確 認す る こ とが で きた。

4。 総 括

今 回 の調査 は 、 日程 の者[合 で、検 出 した遺構 の全 て を完 掘 し

た もので ないだ けに 、若干 の問題点 が残 るが 、各 トレ ンチの所

見 を も とに次 の様 に総括 す る。

①  各 トレンチ の粘 土層 面 に検 出 され た溝遺 構 は 、弧 の 方 向が

一致 して運 結 す る こ とが で き、墳丘 を囲む 周溝 と判 断 で き る。

②  この周 溝 は 、溝 中の埋 上 の状況や 、一 定 した粘土層 面 に検

出 され てい る こ とな どか ら総合 して 、後世 の境 界溝 では な く

墳丘 築造 時 の周溝 と認 め られ る。

③  6ト レ ンチ南壁 の断 面図 に示 され た通 り、墳 丘 の盛 り上 は

周溝 の内壁 か ら立 ちあが ってい る。

④  この こ とか ら、 19;墳 築造 に あた つては 、地 山で あ る粘

土層 に掘 りこまれ た幅 1～ 1,2m、 深 さ 60～ 80師 の周溝

を墳丘 裾 として 、 この円側 に盛 土構 築 され た もの と推 定 され

る。

⑤  周溝 を基 準 に して、墳丘 の原形 を推 定すれ ば 、盛上 部分 の

墳丘 径は お よそ 17m、 周溝 を含む 直 径はす くな くとも19m

を下 らない 円墳 で あ った もの と推 定す る。
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墳丘 の高 さにつ い ては 断定 で きないが 、深 さ 80翻 前後 の溝

底か らみ た 墳丘高 は 3,Om前後 にあ つた のでは ないか とお も

われ る。

⑥  以 上 の結果 か ら、道 路 に 削 り販 られ た部 分 は 、現 在 の境 界

柱 よ り北 へ 向 って最 大幅 3mの 円弧 部分 が 削 られ てい る こ と

に な り、今 回 の道 路拡 幅計 画部 分 に 、墳丘 の原形部 分が完 全

に合 まれ る こ とに な る。

現在 、墳丘指 定 区域 を示す 境 界柱 を基 準 に原形 を対 比すれ

ば 、東側 栗 畑境 界 では 、境界柱 よ り 1,lm代側 に墳 丘裾 が く

る ことに な る。周溝 を含 め る と少な くとも 2,2mは 外 allべ境

界柱 を移 す墜 要が で て くる。

また 、南側 では 直接 試掘 してい ないが 、 17mの 推 定径か ら

みれ ば 、ほ ぼ 現在 の境 界柱 に重 な って墳丘裾 が 通 る こ とに な

る。周溝 を含 めば 更に lmほ ど南へ境 界柱 の移動 が必 要 で あ

る。 これ は 、西 allで も同様 の こ とが い え る。

今 後 の保存 管理 策定 に あた つては 、 こ うした点 に も配慮 され

る こ とが望 まれ る。

以上 、今 回 の試掘 調査 結 果 の総括 とす る。

なお 、最 後 に道路拡 幅工 事 着手 に際 して 、次 の措 置 が とられ る

こ とを要望 したい 。

①  墳 丘 の原状 回復 が最 も望 まれ る ところで あ るが 、困難 な情

勢 に あ るので 、現在 の境 界柱か ら墳頂 へ の切 断面 に完 全 な盛

土 芝張 に よ って最 少限度 の墳 丘保護 をはか る。

②  拡幅 部分 に含 まれ る周溝 未調 査部 分 の全面 発掘 を実飽す る。

場合 に よ つては祭 祀遺 構 の存 在 も予想 され る。
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③ 吉墳西側 にあ る楕円状の盛 り上 り部分の切 り頭 り時には 、

社会教育課担 当者の立合いを求め確認 を行な う。

今回の調査で、自然丘 としての確認がなされてい ないだけに

ぜひ懸案をお願い したい。

調査 にあた り、便宜を与え られた延岡市教 育委員会 当局に対 し

深甚 の謝意を表 したい 。

55, 4, 3,
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南方 19号古墳 東側からの景観

墳丘をめぐる周溝跡 第 1。 第3ト レンチの景観
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